
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立城北小学校 ）     学校番号 ９６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 教職員がチームワークを大切にし、創意と活力に満ちた、安全で美しい学校づくりに努める        

          

重 点 目 標 

１ 「じょうほくの教育」の推進（丈夫な心と体づくり、個性の伸長、学力の向上） 
２ 安全で美しい学校づくり（教育相談体制の充実、安全教育、安全管理の徹底） 
３ 地域に開かれた特色ある学校づくり（学校運営協議会等の有効活用） 
４ 教職員の協力体制の確立（学習指導・生徒指導の情報共有及び主任を中心とした連携体制の構築） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉  

○令和３年度の全国学力・学習状況調査やさいた

ま市学習状況調査の「算数の勉強は好きです

か」の項目では、肯定的な回答が全国・県・市

の平均より 1５ポイント以上下回っている。 

○令和元年度のさいたま市学習状況調査では、国

語・算数共に、正答率が市平均より大きく下回

っている。 

○日頃の学習の様子では、意欲的に学習に取り組

む児童も多いが、集中力を欠いてしまう児童も

少なくない。 

〈課題〉 

○学習全般に対する興味・関心が高まっておら

ず、児童が学習をすることの意義を実感できる

ようにすることや達成感や充実感を味わえるよ

うにすることが課題である。 

○基礎・基本的な学力の確実な定着を図ること。 

・１人１台の端

末を活用した

授業の工夫・

改善と、繰り

返し学習の実

施 

 

 

 

①「朝の学力アップタイム」を毎週水曜

日に確実に実施し、繰り返し学習す

ることで基礎・基本的な学力を向上

させる。 

②１人１台の端末で、ミライシードのド

リル学習やスタディサプリを活用

し、個別の結果を解析しながら「計

算力・漢字・国語力」を向上させ

る。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、基礎学力に関するＡＢ

の総計が昨年度の数値以上となった

か。 

②市学習状況調査（算数）の平均正答率

が令和元年度の数値以上となったか。 

 

 

 

  

・ 学 習 へ の 興

味・関心を高

め、達成感や

充実感を味わ

えるような授

業の工夫・改

善 

 

①指導者を要請した算数科の校内授業研

究会を年度内に６回実施し、教員の

指導力を向上させる。 

②各学年で共通の学習規律を確立させ、

徹底することで児童が落ち着いて授

業に取り組めるようにする。 

①学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、基礎学力に関するＡＢの総計が

昨年度の数値以上となったか。 

②各学年の共通の学習規律を確立させ、

実践することができたか。 
   

2 

〈現状〉  

○令和３年度の学校評価に係る児童・保護者のア

ンケートにおいて、「喜んで登校しているか」

の質問に肯定的な回答をした児童は７７％、保

護者は８８％である。児童の肯定的な回答が令

和２年度の９１．２％より大きく下回った。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が原因と考えら

れる児童のけがは発生しなかったが、施設の老

朽化が目立ち始めている。 

〈課題〉 

○コロナ禍でのストレスや生活の変化が児童の心

身に与える影響が大きいことから、今後も児童

一人ひとりの状況を把握し、支援・相談してい

く体制づくりが課題である。 

○児童のけが防止のためにも、危険な箇所につい

て修繕を進め、また、児童にも自ら危険を予測

したり、回避したりする力を育む必要がある。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

 

 

 

①情報端末を活用して、児童向けアンケ

ートや面談等の記録を蓄積し、児童

一人ひとりの状況を継続的に把握で

きるようにする。 

②教育相談に係る校内委員会で蓄積した

情報を基に、児童の状況を細やかに

把握、分析することで、適切なタイ

ミングで組織的に支援・相談を行

う。 

①学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

②学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、保護者の項目「先生

の信頼」についてと児童の項目「先

生に相談」について、肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

   

  

・施設・設備の

管理の徹底に

よる安全で安

心な教育環境

の充実 

 

 

 

①毎月の安全点検を確実に実施して、修

繕が必要な箇所と内容を集約し、迅

速に対応する。 

②児童が中心となり校内けがマップを作

成して、けがの発生場所や件数、原

因を分析し、全校児童に定期的に周

知することで、安全に対する意識を

高める。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、環境整備に関するＡＢ

の総計が８０％以上となったか。 

②保健委員会の取組により、児童の安全

に対する意識が高まり、けがの件数が

減少したか。 
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〈現状〉  

○昨年度、本校学校運営協議会準備委員会を立ち

上げ、目指す児童の姿について確認をした。学

校・家庭・地域が協働して何ができるのかにつ

いて話し合った。 

〈課題〉 

○今年度は、昨年度の学校運営協議会準備委員会

で話し合われた「城北小学校の児童に身に付け

させたい力」について、より深く熟議し、その

実現に向けた方策を定め、継続的な行動に向け

た一歩を踏み出す。 

 

・ 児 童 ・ 保 護

者・地域の参

画・協働に基

づいた信頼さ

れる学校づく

りの充実 

①学校運営協議会を年３回実施する。熟

議を重ね、その実現に向けた方策を

定め、継続的な取組を進めていく。 

②信頼される学校づくりの実現に向け、

教職員に教職員事故や授業実践等に

関する研修を実施し、教職員事故の

防止や「よい授業」を実践する。 

①学校運営協議会において、実現に向け

た方策を打ち出し、継続的な取組を進

め始めることができたか。 

②学期に１回の研修を実施し、教職員事

故を起こさないための取組みや、「よ

い授業」を意識した授業を実践できた

か。 

   

  ・家庭・地域へ

の積極的な情

報発信と学校

公開 

 

①児童の学校生活の様子や教育活動につ

いて、学校ホームページや学校だよ

り等で積極的に情報発信をする。 

②新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策を徹底し、学校行事の内容を工夫

しながら積極的に学校公開を行う。 

①学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「学校からの情報提供」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

②学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「授業参観・学校行事の公

開」に関するＡＢの総計が昨年度の数

値以上となったか。 
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〈現状〉  

○新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末

等のＩＣＴの活用方法についてエバンジェリス

トが中心となって研修を重ねてきた。 

○働き方改革の推進により、時間外在校時間につ

いて改善されてきている。 

〈課題〉 

○授業等でのＩＣＴの活用について、教職員間で

差がある。 

○時間外在校時間について、教職員間で差があ

る。 

・若手教員の指

導力向上と教

職員のＩＣＴ

活用能力の向

上 

①放課後に不定期で短時間のミニ研修会

を実施するなど、研修の機会を増や

す。特にタブレット端末の活用法に

ついては、ＩＣＴリテラシーが高い

若手教員が講師となって実施する。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、「授業が楽しい」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

 

 

 

  ・教職員の働き

方改革の推進 

 

 

 

①校務の整理、行事の見直し、簡略化、

精選を運営委員会等で行う。また、

時間外勤務時間を昨年度より減らす

ために、日報や口頭で意識化を徹底

する。 

①時間外勤務時間について、月平均４５

時間以内の職員の割合が昨年度以上に

なったか。 

 

 

 

 


